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(57)【要約】
【課題】内視鏡の使用状況に基づき、使用後直ちに内視
鏡を洗浄することができ、かつ節電を図ると共に消毒液
の劣化を低減することができる。
【解決手段】内視鏡プロセッサと、内視鏡洗浄機と、洗
浄管理サーバとから構成され、前記洗浄管理サーバは、
前記内視鏡プロセッサ及び前記内視鏡洗浄機と通信を行
い、前記内視鏡プロセッサは内視鏡検査における進行状
況を表す検査進行情報を前記洗浄管理サーバに伝送し、
前記洗浄管理サーバは前記検査進行情報に基づいて前記
洗浄機で使用済み内視鏡を洗浄のために前記洗浄機にセ
ッティングする洗浄機使用予測時刻を推測し、該推測し
た前記洗浄機使用予測時刻から所定の時間前の洗浄機起
動時刻を計算し、前記洗浄機待機時には前記洗浄機をオ
フまたはスリープモードとするとともに、洗浄作業時に
は前記洗浄機起動時刻に前記洗浄機が起動するように制
御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡プロセッサと、
　内視鏡洗浄機と、
　洗浄管理サーバと、から構成され、
　前記洗浄管理サーバは、前記内視鏡プロセッサ及び前記内視鏡洗浄機と通信を行い、
　前記内視鏡プロセッサは、内視鏡検査における進行状況を表す検査進行情報を前記洗浄
管理サーバに伝送し、
　前記洗浄管理サーバは、前記検査進行情報に基づいて前記洗浄機で使用済み内視鏡を洗
浄のために前記洗浄機にセッティングする洗浄機使用予測時刻を推測し、該推測した前記
洗浄機使用予測時刻から所定の時間前の洗浄機起動時刻を計算し、前記洗浄機の待機時に
は、前記洗浄機の電源をオフまたはスリープモードとするとともに、洗浄作業時には、前
記洗浄機起動時刻に前記洗浄機が起動するように制御することを特徴とする内視鏡洗浄機
管理システム。
【請求項２】
　前記内視鏡プロセッサは、前記検査進行情報を検査作業中の特定の操作が行われたこと
を示す情報で通知し、前記洗浄管理サーバは、前記検査中の特定の操作が行われてから検
査で使用された内視鏡を前記洗浄機にセッティングするまでの時間を集計したデータに基
づいて前記洗浄機使用予測時刻を計算することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡洗浄
機管理システム。
【請求項３】
　前記洗浄管理サーバは、前記洗浄機で用いられる薬液または素材の一つ以上について温
調制御を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡洗浄機管理システム。
【請求項４】
　前記洗浄管理サーバは、前記洗浄機の待機時には、洗浄に用いる薬液または素材の保存
に最適となる温度帯域とするとともに、洗浄作業時には、薬液または素材が洗浄効果に最
適となる温度帯域とするように温調制御することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡洗
浄機管理システム。
【請求項５】
　前記洗浄管理サーバは、前記洗浄作業開始時における薬液または素材の温度帯域が、薬
液または素材が洗浄効果に最適となる温度帯域となるようにし、かつ待機時において薬液
または素材の温度帯域が薬液または素材の保存に最適となる温度帯域とする時間帯をでき
るだけ長くなるように温調制御することを特徴とする請求項４に記載の内視鏡洗浄機管理
システム。
【請求項６】
　前記洗浄管理サーバは、前記内視鏡検査を受ける患者の病歴またはその検査内容に応じ
て前記洗浄機使用予測時刻を計算することを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の
内視鏡洗浄機管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄機管理システムに係り、特に、一つの病院内において複数の内視
鏡が使用されている場合に検査後の内視鏡を洗浄するための内視鏡洗浄機を、効率的に稼
動させるように管理する内視鏡洗浄機管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、医療分野において、内視鏡を利用した医療診断が広く行われており、特に電
子内視鏡の体腔内に挿入される挿入先端部にＣＣＤなどの撮像素子を内蔵して体腔内の画
像（内視鏡画像）を撮影し、プロセッサ装置で信号処理を施してモニタに表示し、これを
医者が観察して診断に用いるようにしている。
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【０００３】
　このとき、撮影した内視鏡画像の他にその内視鏡画像に対する医者の所見、患者の氏名
、年齢、性別などの患者の情報、内視鏡検査の開始時間、終了時間、検査を行った場所な
どの内視鏡検査に関する情報等が一緒に記録されると共に、内視鏡検査を行った後の内視
鏡は洗浄機で洗浄され所定の場所に保管される。
【０００４】
　通常一定規模の病院内においては、複数の内視鏡が使用されるので、各内視鏡によって
得られた検査結果やその他の情報をきちんと整理して記録したり、検査後未洗浄の内視鏡
がそのまま再度検査に使用されないようにするために各内視鏡をきちんと管理する必要が
ある。そこで、従来、複数の内視鏡を管理する様々なシステムが提案されている。
【０００５】
　例えば、内視鏡画像を固有情報と共に記録する画像ファイリング装置と、内視鏡を洗浄
する洗浄装置と、これらを制御するサーバを院内ＬＡＮに接続し、内視鏡の使用や洗浄に
関する情報を画像データと共に一括管理する内視鏡画像ファイリングシステムが知られて
いる（例えば、特許文献１等参照）。
【０００６】
　また例えば、内視鏡システムと、各内視鏡システムにそれぞれ接続される画像記録再生
装置と、サーバと、画像記録装置と、画像再生装置と、検査予約装置と、内視鏡洗浄装置
をネットワークにより互いに接続し、内視鏡毎に検査での利用状況や洗浄状態などを管理
し、スムーズな内視鏡検査が行えるようにした内視鏡用データファイリングシステムが知
られている（例えば、特許文献２等参照）。
【０００７】
　また例えば、消毒液タンクから内視鏡消毒用の消毒液を洗浄槽に供給して、洗浄槽に収
容された内視鏡を洗浄・消毒する内視鏡洗浄消毒装置において、消毒液タンクに貯留され
た消毒液をその劣化が抑制される保存適正温度に保持するようにするものが知られている
（例えば、特許文献３等参照）。
【特許文献１】特開２００２－２８１３２号公報
【特許文献２】特開２００１－４６３２６号公報
【特許文献３】特開２００７－２６７９７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記従来の内視鏡画像ファイリングシステムや内視鏡用データファイリ
ングシステムは、内視鏡の安全確認や予約の観点から構築されたシステムであり、各機器
の効率的な運用や省エネに関するものではなく、特に洗浄機を無駄なく効率的に使用する
ようにしたものではなかった。
【０００９】
　また、上記内視鏡洗浄消毒装置は、洗浄機単独での制御に関するものであり、複数の内
視鏡の使用状況に応じた適切な制御をなすものではなく、いつでも内視鏡を洗浄できるよ
うにしているため待機状態が長く、電力消費の無駄があり、さらに、常に保存適正温度に
保持するようにしているため、適正温度と雖もあまり長時間保温し続けていると消毒液の
品質劣化が進行するという問題がある。
【００１０】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、内視鏡の使用状況に基づき、使用
後直ちに内視鏡を洗浄することができ、かつ節電を図ると共に消毒液の劣化を低減するこ
とのできる内視鏡洗浄機管理システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、内視鏡プロセッサと、内視鏡洗
浄機と、洗浄管理サーバと、から構成され、前記洗浄管理サーバは、前記内視鏡プロセッ
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サ及び前記内視鏡洗浄機と通信を行い、前記内視鏡プロセッサは、内視鏡検査における進
行状況を表す検査進行情報を前記洗浄管理サーバに伝送し、前記洗浄管理サーバは、前記
検査進行情報に基づいて前記洗浄機で使用済み内視鏡を洗浄のために前記洗浄機にセッテ
ィングする洗浄機使用予測時刻を推測し、該推測した前記洗浄機使用予測時刻から所定の
時間前の洗浄機起動時刻を計算し、前記洗浄機の待機時には、前記洗浄機の電源をオフま
たはスリープモードとするとともに、洗浄作業時には、前記洗浄機起動時刻に前記洗浄機
が起動するように制御することを特徴とする内視鏡洗浄機管理システムを提供する。
【００１２】
　これにより、使用後の内視鏡を直ちに洗浄することができると共に、無駄な待機状態を
抑制したため、節電を図り、さらに消毒液の劣化を低減することができる。
【００１３】
　また、請求項２に示すように、前記内視鏡プロセッサは、前記検査進行情報を検査作業
中の特定の操作が行われたことを示す情報で通知し、前記洗浄管理サーバは、前記検査中
の特定の操作が行われてから検査で使用された内視鏡を前記洗浄機にセッティングするま
での時間を集計したデータに基づいて前記洗浄機使用予測時刻を計算することを特徴とす
る。
【００１４】
　これにより、内視鏡検査中における状況の変化に対応して洗浄機のウォーミングアップ
時間を制御することができる。
【００１５】
　また、請求項３に示すように、前記洗浄管理サーバは、前記洗浄機で用いられる薬液ま
たは素材の一つ以上について温調制御を行うことを特徴とする。
【００１６】
　これにより、洗浄機自体ばかりでなく、使用される洗浄液等の温調を行うことで、より
効率的に洗浄機の洗浄作業を管理することができる。
【００１７】
　また、請求項４に示すように、前記洗浄管理サーバは、前記洗浄機の待機時には、洗浄
に用いる薬液または素材の保存に最適となる温度帯域とするとともに、洗浄作業時には、
薬液または素材が洗浄効果に最適となる温度帯域とするように温調制御することを特徴と
する。
【００１８】
　これにより、効率的に洗浄作業を行うことができると共に、薬液等の品質保持を図るこ
とができる。
【００１９】
　また、請求項５に示すように、前記洗浄管理サーバは、前記洗浄作業開始時における薬
液または素材の温度帯域が、薬液または素材が洗浄効果に最適となる温度帯域となるよう
にし、かつ待機時において薬液または素材の温度帯域が薬液または素材の保存に最適とな
る温度帯域とする時間帯をできるだけ長くなるように温調制御することを特徴とする。
【００２０】
　これにより、洗浄作業の効率化及び節電を達成することができる。
【００２１】
　また、請求項６に示すように、前記洗浄管理サーバは、前記内視鏡検査を受ける患者の
病歴またはその検査内容に応じて前記洗浄機使用予測時刻を計算することを特徴とする。
【００２２】
　これにより、内視鏡の使用状況に応じた適切な洗浄作業を行うことができる。
【発明の効果】
【００２３】
　以上説明したように、本発明によれば、使用後の内視鏡を直ちに洗浄することができる
と共に、無駄な待機状態を抑制したため、節電を図り、さらに消毒液の劣化を低減するこ
とができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、添付図面を参照して、本発明に係る内視鏡洗浄機管理システムについて詳細に説
明する。
【００２５】
　図１は、本発明に係る内視鏡洗浄機管理システムの一実施形態を示す概略構成図である
。
【００２６】
　図１に示すように、本実施形態の内視鏡洗浄機管理システム１は、主に内視鏡プロセッ
サ(内視鏡装置)１０、洗浄管理サーバ２０、内視鏡洗浄機３０(以下単に洗浄機３０とも
言う)から構成される。
【００２７】
　内視鏡プロセッサ１０は、検査時に内視鏡１２が接続されるものであり、また、洗浄管
理サーバ２０は、管理に必要なデータを保持する実績時間データベース２２と、予約デー
タベース２４という２つのデータベースを備えている。
【００２８】
　これらの内視鏡プロセッサ１０、洗浄管理サーバ２０及び洗浄機３０等の各機器は、例
えば院内ＬＡＮ等のネットワークによって互いに接続されており、それぞれデータの送受
信を行えるようになっているものとする。なお、各機器は必ずしもＬＡＮによって接続さ
れている必要はなく、例えば互いに直接通信することによってデータのやり取りができる
ようになっていればよい。また、このとき全ての機器が互いに通信可能である必要はなく
、少なくとも洗浄管理サーバ２０と、内視鏡プロセッサ１０及び洗浄機３０とがそれぞれ
通信可能であればよい。
【００２９】
　なお、図１では、内視鏡１２、内視鏡プロセッサ１０及び洗浄機３０はそれぞれ一つず
つしか表示されていないが、複数設置されていてもよい。
【００３０】
　内視鏡プロセッサ１０は、内視鏡検査が行われる検査室に設置され、洗浄機３０は内視
鏡の洗浄が行われる洗浄室に設置されている。また、図示を省略するが通常内視鏡１２は
保管庫に保管されており、内視鏡検査を行う際に保管庫から搬出されて、検査室で内視鏡
プロセッサ１０と接続されて検査が行われる。このとき内視鏡プロセッサ１０も保管庫に
保管しておいて、内視鏡１２と共に検査室に搬出して用いるようにしてもよい。検査終了
後には、内視鏡１２は内視鏡プロセッサ１０から取り外されて洗浄室に運ばれて洗浄機３
０によって洗浄が行われる。洗浄後の内視鏡は保管庫に保管される。
【００３１】
　内視鏡１２は、体腔内に挿入される挿入部１２ａと、挿入部１２ａの基端部分に連設さ
れ、把持部を兼ねる操作部１２ｂによって構成される。挿入部１２ａの先端には体腔内の
被観察部位を撮像するＣＣＤ等からなる撮影ユニットが内蔵されている。そして、操作部
１２ｂの側壁から延びるコード１２ｃの先端部に設けられたコネクタ１２ｄによって、内
視鏡プロセッサ１０及び内視鏡プロセッサ１０に併設された照明装置（図示省略）に着脱
自在に接続される。
【００３２】
　内視鏡プロセッサ１０は、内視鏡１２の挿入部１２ａに内蔵されたＣＣＤ等からなる撮
影ユニットが撮影して出力された画像信号に基づいて内視鏡画像を生成し、図示を省略し
た付属のモニタに表示するとともに記録するものである。
【００３３】
　洗浄管理サーバ２０は、内視鏡プロセッサ１０から送信された内視鏡検査の進行状況を
表す検査進行情報に基づいて洗浄機３０の使用予測時刻を推定し、洗浄機３０に対して制
御指示を送信し、通常はオフあるいはスリープモードにある洗浄機３０を、使用予測時刻
よりも所定の時間だけ前に起動させて、検査が終了して内視鏡１２が洗浄機３０まで運ば
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れてきたら直ちに洗浄を開始できるようにするものである。
【００３４】
　洗浄機３０は、箱状の装置本体の上面に蓋のついた洗浄槽（図示省略）が設けられ、使
用済みの内視鏡１２を収容して、洗浄、消毒、濯ぎ、乾燥などの各種処理を施して、内視
鏡１２を洗浄、消毒、滅菌するものである。
【００３５】
　また、各オペレータは、例えばＰＤＡ（Personal Digital Assistants、携帯情報端末
）などのような携帯端末を保持して、これによって各機器あるいはオペレータ同士で交信
を行い、その機器からその稼働状況に関する情報を受信し、作業の進行状況を把握したり
、また逆に各機器に対して指示を出すようにしてもよい。
【００３６】
　内視鏡１２本体、内視鏡プロセッサ１０及び洗浄機３０等の各機器はＲＦＩＤ（Radio 
Frequency Identification)タグにより個別に識別可能となっており、このＲＦＩＤタグ
によって管理され、洗浄管理サーバ２０が各機器間の関連付けを制御するようになってい
る。
【００３７】
　内視鏡検査を行う際には、図示を省略した保管庫から内視鏡１２が取り出され、検査室
に搬送される。内視鏡１２は、コネクタ１２ｄによって内視鏡プロセッサ１０に装着され
る。そして、挿入部１２ａが体腔内に挿入され、内視鏡検査が行われる。
【００３８】
　内視鏡検査が開始されると、検査の検査進行情報が内視鏡プロセッサ１０から洗浄管理
サーバ２０に所定時間間隔あるいは特定の操作を行うたびに通知される。検査進行情報は
、現在どのような検査が行われているのかを示すもので、例えば検査作業中の区切りとな
る特定の操作が行われたことを示す情報でもよい。洗浄管理サーバ２０では、検査進行情
報を基に洗浄機３０の使用予測時刻を推測する。そして、洗浄管理サーバ２０は、使用が
予定される特定の洗浄機３０に対して制御指示を出し、その使用予測時刻よりも事前（α
分）に洗浄機３０のウォーミングアップを開始する。
【００３９】
　内視鏡検査が終了すると内視鏡１２は洗浄室に運ばれる。洗浄室において、内視鏡１２
はまず予備洗浄（一次洗浄）が行われる。また、例えば内視鏡１２からの情報の読み取り
等その他所要の処理がなされた後に、内視鏡１２は洗浄機３０に収容されて洗浄される。
【００４０】
　まず、内視鏡検査に使用済みの内視鏡１２が、洗浄機３０本体内の洗浄槽内に収容され
、セッティングされる。そして、内視鏡管路内も洗浄するため、洗浄槽に設けられた内視
鏡管路内に液体及び気体等の流体を供給するためのポートと、内視鏡１２の外表面に開口
する管路接続口とをチューブ等を介して接続する。
【００４１】
　次いで、洗浄槽に蓋をして、処理開始スイッチをオンにすると、洗浄工程が開始される
。洗浄工程では、まず洗浄槽内に洗浄液が供給され、この洗浄液が所定水位に達した後、
洗浄が開始される。洗浄液は循環しており、その水流により内視鏡１２の外表面が洗浄さ
れる。
【００４２】
　また、このときポートから吐出された、循環ポンプで吸引した洗浄槽内の洗浄液が各内
視鏡管路内にチューブ及び管路接続口を介して導入され、これにより内視鏡管路内は導入
された洗浄液の水圧によって洗浄される。
【００４３】
　洗浄工程が終了すると、消毒工程において洗浄槽及び管路内に洗浄液の供給と同様に消
毒液を供給して内視鏡１２の外表面及び管路内の消毒を行い、次に洗浄液の供給と同様に
濯ぎ水を供給して、内視鏡１２の外表面及び管路内の濯ぎを行い、最後に乾燥工程におい
て、内視鏡１２の外表面及び管路内に、洗浄液及び消毒液の供給と同様に空気またはアル
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コールを供給することにより、内視鏡１２の外表面及び管路内の乾燥を促進させて内視鏡
１２の洗浄が終了する。
【００４４】
　以下、本発明の内視鏡洗浄機管理システムの作用について主に洗浄管理サーバ２０の作
用を中心に説明する。
【００４５】
　まず、本発明の第１実施形態について説明する。
【００４６】
　本第１実施形態は、内視鏡検査が終了して内視鏡１２が洗浄機３０まで運ばれたら直ち
に洗浄を開始できるように、洗浄管理サーバ２０は、内視鏡検査の検査進行情報に基づい
て洗浄機３０の使用予測時刻を推定し、洗浄機３０を使用予測時刻よりも所定の時間だけ
前に起動させるようにするものである。
【００４７】
　本実施形態においては、洗浄機３０の使用後は、基本的に洗浄機３０をオフあるいはス
リープモードとする。これは無駄な待機状態をなくし、消費電力を節約するためである。
【００４８】
　内視鏡検査を行うときには、オペレータは、検査の作業スケジュールを立てる際、使用
する内視鏡１２、内視鏡プロセッサ１０、洗浄機３０を予約して各機器及び洗浄管理サー
バ２０にそのスケジュールを登録しておく。このオペレータによる各機器の予約情報は予
約データベース２４に蓄積され、必要に応じて用いられる。
【００４９】
　オペレータが内視鏡１２を検査室に搬送して内視鏡検査の開始を洗浄管理サーバ２０に
伝えると、洗浄管理サーバ２０は、そのオペレータが予約した洗浄機３０の使用予測時刻
を推測する。このとき、洗浄管理サーバ２０は、上記予約時間を初期値として、洗浄機３
０の使用予測時刻を計算する。算出方法は特に限定はされないが、例えば、予め内視鏡検
査における所定の操作・処置内容から検査終了までに要する時間、及び検査終了後洗浄機
３０にセッティングするまでの経過時間等の実績値を集計して実績時間データベース２２
に蓄積して平均時間を求めておき、検査開始時刻にその時間を加算することによって算出
することができる。
【００５０】
　また、使用予測時刻に洗浄機３０の電源をオンにしても直ちに洗浄を開始できないので
、その立ち上がり時間を考慮して、算出された使用予測時刻よりも所定時間だけ前に、Ｌ
ＡＮに繋がっている洗浄機３０の電源をオンにして、それまでのオフあるいはスリープモ
ードからウォーミングアップを開始するようにする。この所定時間（α分）は、洗浄機３
０の種類や加える電圧値等によって異なるので、そのときの状況に応じて設定するのが好
ましい。
【００５１】
　また、検査に要する時間は、その検査部位、検査の種類、処置内容によって異なり、ま
た実際に検査を開始した後、途中で治療を施したりしたり等、その状況によって変化する
こともあるので、一定時間おきあるいは検査中に特定の操作が行われる毎に内視鏡検査の
検査進行情報を内視鏡プロセッサ１０から洗浄管理サーバ２０に伝送するようにする。こ
れは、例えばオペレータが検査中に一定のステップ毎にあるボタン等を押して内視鏡プロ
セッサ１０から洗浄管理サーバ２０にデータを送信するようにすればよい。
【００５２】
　洗浄管理サーバ２０は、内視鏡検査終了後に使用しようとしてオペレータが予約した洗
浄機３０の使用予測時刻を、検査進行情報を受け取るたびに計算し直して常に最新の情報
を有し、無駄な待機状態を抑制すると共に検査終了後の洗浄処理がスムーズに実行される
ように対処する。
【００５３】
　従って、一旦算出された使用予測時刻に基づいて、その所定時間前であるとして洗浄機
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３０の電源がオンされた場合でも、その後内視鏡検査において、状況が変わり検査がまだ
長引くというような情報を受け取った場合には、一旦出した洗浄機３０の電源をオンにす
るという制御指示を取り消して無駄な電力消費を抑え、再度使用予測時刻を計算し、実際
の洗浄機３０の使用に備えるようにしてもよい。
【００５４】
　なお、洗浄管理サーバ２０は、内視鏡１２、内視鏡プロセッサ１０及び洗浄機３０が複
数ある場合には、これらを前述したように、例えばＲＦＩＤタグによって識別して管理し
、各機器間の関連付けを制御する。
【００５５】
　例えば、内視鏡検査の内容や患部の状況、患者・医者の都合等によっては、（洗浄機３
０の）予約時間帯をオーバーしたり逆にショートしたりすることがあり得るが、本実施形
態においては、上述したように、通常は洗浄機３０をオフあるいはスリープモードとして
おくと共に、検査が終了して洗浄機３０を使用するときには直ちに洗浄を実行できるよう
にしたため、従来のように洗浄機を付けっぱなしにしておく場合に比べて、無駄な待機状
態を抑制し、消費電力を節約することができる。
【００５６】
　このように、本実施形態によれば、使用後の内視鏡を即座に洗浄することができると共
に、常に待機状態とはしていないため、節電を図り、さらに消毒液の劣化を低減すること
ができる。
【００５７】
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
【００５８】
　本第２実施形態は、洗浄処理に使用する洗浄液、消毒液、濯ぎ液等の薬液の温度調節を
考慮するものである。
【００５９】
　本実施形態においても、洗浄機３０の使用後は、基本的にオフあるいはスリープモード
とする。
【００６０】
　また、洗浄処理に使用する薬液（洗浄液、消毒液、濯ぎ液等）は、なるべく低温に保持
することが品質保持の点で望ましい。そこで、場合によっては、洗浄機３０のオフまたは
スリープモード時には薬液を一定に冷却するようにしてもよい。
【００６１】
　洗浄管理サーバ２０は、前述した第１実施形態と同様に使用予測時刻を推測するが、こ
とき、本実施形態では、さらに使用する薬液の現在温度と使用温度との温度差及び温調（
加熱）能力に応じて、温調開始時刻を計算するようにする。
【００６２】
　そして洗浄管理サーバ２０は、計算された温調開始時刻に洗浄機３０に対して温調開始
の制御指示を出すようにする。または、洗浄機３０にタイマー機能を設けておき、制御指
示後所定時間後に温調を開始するように、洗浄機３０に対して制御指示を出すようにして
もよい。
【００６３】
　なお、このような温調制御を行うにあたっては、温調能力（すなわち、一定時間あたり
の温度変化）は、設計値として、あるいは今までの実績として記憶しておくとよい。
【００６４】
　また、薬液の種類別に温調開始時刻を制御するようにしてもよい。
【００６５】
　また、洗浄に用いる薬剤、素材によっては、その薬剤の使用温度が常温よりも低い場合
がある。このような場合には、温調制御は、上記のように加熱制御ではなく、冷却制御と
なる。例えば、ある素材を冷却して氷の粒状とし、洗浄時に対象にぶつけることで研磨効
果を狙うような場合が考えられる。
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　このように、本実施形態の場合には、洗浄機のウォーミングアップと共に薬液の温調制
御も行うようにすることで、内視鏡検査後の洗浄工程をよりスムーズに行うことができ、
さらに、節電及び薬液の品質劣化の低減をも図ることができる。
【００６７】
　また、薬液等の温調制御は、洗浄機の待機時には、洗浄に用いる薬液または素材の保存
に最適となる温度帯域とするとともに、洗浄作業時には、薬液または素材が洗浄効果に最
適となる温度帯域とするように温調制御することが好ましい。
【００６８】
　さらに、洗浄作業開始時における薬液または素材の温度帯域が、薬液または素材が洗浄
効果に最適となる温度帯域となるようにし、かつ待機時において薬液または素材の温度帯
域が薬液または素材の保存に最適となる温度帯域とする時間帯をできるだけ長くなるよう
に温調制御することがより好ましい。これにより、さらに節電を達成することができる。
【００６９】
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。
【００７０】
　本第３実施形態は、患者の病歴や検査内容を考慮して洗浄機の使用予測時刻を推測して
洗浄工程を制御するものである。
【００７１】
　すなわち、患者の病歴や検査内容によっては、通常より検査時間が延長されたり、その
後の洗浄工程で用いられる薬液の種類が特定される場合もあり、これらを考慮して使用予
測時刻を推測する必要がある。また、患者の病歴や検査内容によっては、洗浄工程も一つ
だけではなく、複数の特殊な洗浄工程が必要となる場合もある。従って、患者及び検査内
容を考慮して、洗浄工程毎に起動内容及び使用予測時刻を制御することが好ましい。
【００７２】
　また、この場合、患者の病歴や検査内容と、通常の洗浄工程における使用予測時刻に対
して考慮すべき時間とを、例えばテーブル化して対応付けして洗浄管理サーバ２０に備え
ておくようにしてもよい。
【００７３】
　本実施形態によれば、内視鏡検査の内容に応じた適切な洗浄作業を行うことができ、ま
た無駄な待機状態の抑制を図り、節電及び消毒液の品質劣化を低減することができる。
【００７４】
　以上、本発明の内視鏡洗浄機管理システムについて詳細に説明したが、本発明は、以上
の例には限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良や変形を行っ
てもよいのはもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明に係る内視鏡洗浄機管理システムの一実施形態を示す概略構成図である。
【符号の説明】
【００７６】
　１…内視鏡洗浄機管理システム、１０…内視鏡プロセッサ、１２…内視鏡、２０…洗浄
管理サーバ、２２…実績時間データベース、２４…予約データベース、３０…洗浄機
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